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第４期中期目標策定にあたって
～島根創生計画との関連を中心に～

資料３
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■ 島根創生計画における県立大学への期待①

第１編 人口減少に打ち勝つための総合戦略

Ⅰ 活力ある産業をつくる
３ 人材の確保・育成
⑴ 多様な就業の支援

【取組の方向】
① 若者の県内就職の促進 高校生や県内外に進学した学生に、県内企業等やそこで働く人に触れる機会などを
ふるさと島根定住財団等と連携して提供し、島根で働く魅力を伝え、県内就職を促進します。

Ⅳ 島根を創る人をふやす
１ 島根を愛する人づくり
⑶ 地域を担う人づくり

【取組の方向】
③ 県内高等教育機関での人づくり
地域に密着した教育・研究を、地元と一帯となって進めることで、主体的に地域課題の解決に向けて取り組
む実践力を備えた人材を育成します。

④ 県内高等教育機関、県内企業などと連携した県内就職の促進
県内高等教育機関、県内専修学校（専門学校）、県内高等学校、県内企業などとの連携を強化し、入試制度

の見直しや地域に密着した教育・研究を促進することなどにより、県内高等学校からの進学者の増加や県内高
等教育機関や県内専修学校の卒業生の県内定着を図ります。

２ 新しい人の流れづくり
⑵若者の県内就職の促進

【取組の方向】
② 県内大学等からの県内就職の促進
県内にあるメリットを活かし、県内大学と企業、県等がコンソーシアムを設立し、県外出身者を含む多くの
学生が低学年次から県内企業等との接点を持てる多様な機会を提供し、県内就職を促進します。
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■ 島根創生計画における県立大学への期待②

第２編 生活を支えるサービスの充実

Ⅵ 心豊かな社会をつくる
１ 教育の充実
⑸ 高等教育の推進

【取組の方向】
① 県立大学の教育・研究の充実
浜田キャンパスの総合政策学部を地域系の学部と国際系の学部に改編するほか、地域の諸課題に対応する大学
院、研究センター等の設置・改編の検討などを通じて、教育・研究の充実を図ります。

② 県内高等教育機関、県内企業などと連携した県内就職の促進
県内高等教育機関、県内専修学校（専門学校）、県内高等学校、県内企業などとの連携を強化し、入試制度

の見直しや地域に密着した教育・研究を促進することなどにより、県内高等学校からの進学者の増加や県内高
等教育機関や県内専修学校の卒業生の県内定着を図ります。

「卒業生の県内定着」が大きなテーマ
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■ １８歳人口の推移（島根県）
○ 島根県内の１８歳人口は、今後１０年間で約１０％減少する見込み
○ 平成１１年度と令和４年度を比較すると、大学進学率は３３％が４４％となり、短大進学率は１０％が５％となった。

注
１．「18歳人口」は文部科学省が大学等への進学率を算出する際に用いる数値
（３年前の中学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者数）を使用

２．大学、短大への進学者数は、「当該年度の大学・短大の入学者数」
３．専修学校（専門課程）進学者は、「当該前年度末の高校（全日・定時）
卒業者で専修学校（専門課程）に進学した者の数」

出典：学校基本調査

単位：人
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■ 進学先の県内・外別 大学・短大進学者数推移（島根県）
○ 令和３年度現在、県外の大学・短大に進学した学生は2,500名程度いる。
○ 県内高校から県内大学に進学した学生数は微減にとどまる一方、県外大学に進学した学生数は大幅に減少している。

注：大阪健康福祉短期大学・松江キャンパスへの入学者数は、大阪府で一括計上
されているため、「県内」に含まれていない。

出典：学校基本調査

単位：人



島根の若者の流れ
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３,０００人１,５００人 １,０００人 ２５０人

８００人９００人

５，７５０人

注）人数はＲ２年度の実績を踏まえた概数（説明モデル）

〇 県内高等教育機関の収容力不足等により、高校卒業後に半数以上が県外へ流出
〇 県外進学した場合の戻り率は約30%（800人／3,000人）※ 推計値
〇 県内進学した場合の定着率は約60%（900人／1,500人）

令和５年４月～
島根大学定員増
＋４０名
島根大学定員

1,157名 → 1,197名

5.島根と関わる
若者を増やす

4.島根へ還る
若者を増やす

1.島根を愛し､
島根の未来を考える
子どもを増やす

2.島根で学ぶ
若者を増やす

3.島根で就職する
学生を増やす

「島根を創る人づくりプロジェクト」
若者のライフステージに着目した５つのカテゴリー
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■ 県立大学における県内就職の状況①
○ 短期大学部の健康栄養学科、保育学科、総合文化学科の四年制化で卒業生が少なかった令和元、２年度を除いても、近
年、低下傾向にあったため、県の人材確保育成コーディネーターなどと連携して学生の県内就職に向けた支援を強化し、３
年度は49.5％まで上昇した。
○ 短期大学部の県内就職率は高く、特に、上述の３学科の四年制化後の入学生（平成31年度入学、２年度卒業以降）につ
いては80％前後の数値となっている。

出典：県立大学データ

単位：人
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■ 県立大学における県内就職の状況②

○ 県内就職の状況を、学生の出身高校の県内・外別に見ると、県内高校出身の学生は概ね８割前後と高い水準で推移する
一方、県外高校出身の学生は１割前後で推移している。
○ 卒業生の県内定着率を高めるためには、県内高校出身の学生の割合を高めることが極めて重要。

出典：県立大学データ

単位：人
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■ 学科等別 県内就職率

○ 他の学科に比べると、総合政策学科（浜田キャンパ
ス）の県内就職率が低い

○ 短期大学部総合文化学科の県内就職率は、松江キャ
ンパス４年制化以降、高まり、令和３年度卒業生は９０％
近くまで達している。

〔参考〕松江キャンパス４年制化（平成30年４月）

出典：県立大学データ
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■ 県立大学における県内入学の状況①
○ 県内高校からの入学者が減少傾向にあることから、入試制度改革や県内高校と連携した取組を進める等により県内高校
からの入学生の確保に努めた結果、入学者に占める県内学生の割合は、令和２、３年度は前年度と比べ上昇回復したもの
の、令和４年度には47.0％と前年度（51.2％）から低下した。
○ 短期大学部の県内入学率は、平成31年度以降、８割前後にまで上昇している。

出典：県立大学データ

単位：人
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■ 学科別 県内入学率

○ 他の学科に比べると、国際関係学科及び地域
政策学科（いずれも浜田キャンパス）の県内入学率
率が低い

○ 地域文化学科（松江キャンパス）の県内入学率
が低下している。

〔参考〕浜田キャンパス学部改編（令和３年４月）

総合政策学科
（220）

国際関係学科 地域政策学科

国際関係コース
（45）

国際コミュニケーションコース
（45）

地域経済経営コース
（45）

地域公共コース
（45）

地域づくりコース
（50）注 （ ）内数値は１学年の募集人員

出典：県立大学データ
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■ キャンパス別 県内高校からの受験者及び合格者の状況①
〔浜田キャンパス〕

○ 令和３年度に入試制度改革を行い、県内高校生のみを対象とした「学校推薦型選抜」を設置し、４５名の枠を設定。県外高校生
も受験可能な「総合型選抜」と合わせて、推薦型選抜では62名の県内高校生が入学したが、令和４年度は48名に減少した。
○ 県内高校からの受験者数は令和２年度以降漸減傾向にある。
〔出雲キャンパス〕
○ 一般選抜における県内入学者数が少なかったため、令和４年度入試から一般選抜に県内枠を設けたところ、24名の入学者を
確保することができた。
○ 県内高校からの受験者数は令和３年度以降、漸増傾向にある

出典：県立大学データ
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■ キャンパス別 県内高校からの受験者及び合格者の状況②
〔松江キャンパス（４年制学部）〕
○ 平成３０年度の開設以降、県内高校からの受験者数は増加基調にあったが、令和３年度からは減少傾向にある。

〔松江キャンパス（短期大学部）〕

○ 平成３０年度に短期大学部の４年制化を行った際に、入学定員を２３０名から８０名に減じた。それ以降も県内高校からの受験
者数は、減少基調にある。

○ 令和５年４月からは、「総合文化学科」を「文化情報学科」に変更するとともに、「学校推薦型選抜」の１校あたりの推薦上限を２
名から３名に増やすなど、受験者数の確保に努めている。

出典：県立大学データ
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■ 県立大学の課題

卒業生の県内定着を進めるため、

１．県内高校からの入学者を確保するため、入試制度改革や県内高校と連携した
取組を進めるとともに、受験生、保護者や高校関係者に対し、入試制度や学び
の特色などの情報提供を強化していくこと。

２．県内就職を促進するため、県立大学の学びの特色を県内企業に理解してもらう
取組や、学生が県内企業を知るためのインターンシップや企業説明会などの取
組を強化していくこと。

大学の魅力化を推進するとともに、
保護者、高校関係者、県内企業等に

県立大学の特色を知ってもらうことが必要


